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小学生・中学生・高校生の朝食欠食と学習時間の関係
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目的　わが国における児童・生徒の朝食摂取と学習時間との関係を大規模調査を用いて明らかにす
ることを目的とした。

方法　2001年の社会生活基本調査の個票を用い，小学生（10歳以上），中学生および高校生を対象
に，朝食欠食の有無と 1日の合計学習時間・学校内外での学習時間との関連を学校種別および
通学日・休日の別に検討した。さらに，朝食欠食の有無と他の生活行動時間との関連をみるた
め，児童・生徒の 1日の生活行動時間の分布を，通学日・休日別，学校種別，朝食欠食の有無
別に示した。

結果　対象者は通学日7,308名，休日11,265名であった。小学生，中学生，高校生について，朝食
欠食率は2.8，5.9，13.4％（通学日），5.9，10.5，21.0％（休日）であり，平均学習時間は
373.9，420.8，401.1（通学日），154.5，203.2，212.7分（休日）であった。朝食欠食の有無
と学習時間の関係では，小学生と中学生の通学日については朝食群と朝食欠食群とで有意な差
を認めなかったが，小学生の休日（両群の差：43.9分）と中学生の休日（同61.0分），さらに
高校生の通学日（同51.3分）と休日（同93.7分）では朝食群の学習時間が有意に長かった。 1
日の生活行動時間の分布を朝食群と朝食欠食群で比較したところ，通学日では，小学生で朝食
群の通学時間が有意に長かった。高校生では，朝食群で学習，スポーツに費やす時間が有意に
長く，通学等，睡眠，趣味・娯楽，休養，その他の行動は有意に短かった。休日では，すべて
の学校種別において，朝食群の方が学習，通学等，食事，スポーツに有意に多くの時間を費や
しており，睡眠とテレビ・雑誌等の時間が有意に短かった。また，中学生と高校生では，朝食
群で身の回りの用事に費やす時間が有意に長く，高校生では朝食欠食群で交際・つきあいに有
意に多くの時間を費やしていた。

結論　小中学生の学習時間は，通学日では朝食摂取とさほど関連しないが，休日では大きく関連し
ていた。高校生においては，通学日，休日のいずれでも朝食摂取者の学習時間が顕著に長く，
1日の生活行動時間パターンでも朝食群と欠食群で行動の分布が大きく異なることが明らかと
なった。
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Ⅰ　は　じ　め　に

　青少年の発達に影響するとされる生活習慣の

うち，朝食については心身機能との関連が国内
外で数多く研究されている。欧米の先行研究に
よると，朝食摂取者は欠食者に比べ，長期的な
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認知機能の向上については未知数ながら1），精
神的な負荷やフラストレーションの処理にたけ
ており2），短期的な認知機能3）4）や注意力5）6），記
憶の想起7）に優れており，テストの点数が良
く8）9），バランスのとれた栄養を摂取し10）11），肥
満が少ない12）13）。また，学校で朝食を提供する
ことにより，生徒の集中力や注意力，理解力，
記憶力が改善したとの報告がある14）15）。わが国
でも，文部科学省による全国学力調査により，
「学校へ行く前に朝食をとる」と答えた児童・
生徒は，そうでない児童・生徒に比べて，ほぼ
すべての教科で得点が高いことが示されてい
る16）17）。このように，青少年が朝食を摂取する
ことの心理学的および生理的な意義が国内外の
先行研究により認められ，朝食が高い学力と関
連することが示されているのが朝食研究の現状
である。
　こうした状況を踏まえ，平成18年には官民共
同の「早寝早起き朝ごはん」国民運動全国協議
会が設置され，同年に 5カ年計画でスタートし
た食育推進基本計画18）では，子どもの朝食欠食
率を 0％とすることが目標として掲げられた。
しかし，平成22年度の全国調査では，小学生の
3.8％，中学生の6.7％が朝食を毎日食べている
とはいえないと回答しており，依然，朝食欠食
への対策が求められている19）。
　前述のとおり，朝食欠食による心理学的・生
理学的な損失については多くの面が明らかに
なっているが，朝食欠食を減らす対策としては
朝食欠食者の生活行動を把握することがより重
要となる。しかし，朝食と生活行動パターンと
の関連についての研究はそれほど多くなく，わ
が国では，小学校高学年で朝食欠食児に早寝早
起きの習慣が少ないことを示した研究20）や，朝
食を摂らない大学生は夜型の生活リズムを持つ
傾向があることを示した研究21）など，比較的小
規模の集団を対象としたものが中心となってい
る。本研究は，全国代表性のある調査を用いて，
わが国における児童・生徒の学習時間と朝食摂
取との関係を示すことを目的としている。

Ⅱ　方　　　法

　2001年10月に実施された総務省の第 6回社会
生活基本調査は，全国約 7万世帯（10歳以上の
世帯員約20万人）を対象とした生活行動調査で
ある22）。今回，著者らは，児童・生徒の朝食欠
食の有無と， 1 日のうち学業に費やした時間
（学習時間）との関係等を調べるため，同調査
の個票（ミクロデータ）を用いた。
　本研究の対象は，調査時に小学校，中学校ま
たは高等学校に在学している10歳以上の者であ
る。朝食は午前 5時から11時までに摂取された
食事とした。分析は，学校種別（小学校，中学
校，高等学校）および通学日・休日の別により
行った。通学日（平日）と休日（土，日曜日）
は暦上の曜日により区別したが，通学日につい
ては，旅行，行楽，半日以上参加する行事，出
張・研修，療養のいずれかを行ったと回答の
あった日を特別な通学日として対象より除いた。
通学日の学習時間は学校での学習時間と学校外
とに分け，小学生では午前 7時45分から午後 5
時まで，中学生と高校生では午前 7時45分から
午後 6時までの学業を学校での学習とした。社
会生活基本調査には，ある食事が朝食・昼食の
いずれであるかや学習を行った場所についての
情報がない。そのため，対象集団のおおむね
95％以上が食事または学習以外の行動をとって
いる時刻を各々の閾値時刻として採用した。す
べての行動は自記式質問票により15分間刻みで
記録されている。また，社会生活基本調査は連
続する 2日間を対象とするため，通学日 2日間
分または休日 2日間分を回答した者については
初日の回答を用いた。
　得られたデータを用いて，朝食欠食の有無と
1日の合計学習時間との関連を検討した。学校
での学習時間および学校外での学習時間につい
ても同様の検討を行った。さらに，朝食欠食の
有無と他の生活行動時間との関連をみるため，
児童・生徒の 1日の生活行動時間の分布を，通
学日・休日別，学校種別，朝食欠食の有無別に
示した。集計を行った生活行動時間は，学習，
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通勤・通学（以下，通学等），食事，睡眠，身
の回りの用事，テレビ・ラジオ・新聞・雑誌
（テレビ・雑誌等），趣味・娯楽，スポーツ，
休養およびその他の行動の計10項目である（休
日は，「その他の行動」から「交際・つきあ
い」を独立させた11項目）。いずれの検討にお

表 1　朝食欠食率と学習時間の分布
朝食欠食率（％） 平均学習時間（分）

通学日 休日 通学日（学校内）（学校外） 休日

小学生（10歳以上） 2.8 5.9 373.9 355.4 18.6 154.5
中学生 5.9 10.5 420.8 379.8 41.0 203.2
高校生 13.4 21.0 401.1 347.0 54.0 212.7

表 2　朝食欠食の有無による学習時間の差
（単位　分）

通学日の学習時間 （学校での学習）（学校外の学習） 休日の学習時間

朝食群 欠食群 朝食群 欠食群 朝食群欠食群朝食群欠食群
小学生 373.7 380.5 355.2 362.2 18.6 18.3 157.1 113.2
差 -6.8 -7.0 0.3 43.9**
中学生 421.3 413.1 380.7 367.1 40.6 46.0 209.6 148.6
差 8.2 13.6 -5.4 61.0**

高校生 407.9 356.6 351.8 316.5 56.2 40.1 232.4 138.7
差 51.3** 35.2** 16.1* 93.7**

注　t 検定（ウェルチ），*ｐ＜0.01，**ｐ＜0.001

表 3　 1日の生活行動時間の分布 （通学日）
（単位　分）

小学生 中学生 高校生

朝食群 欠食群 朝食群 欠食群 朝食群 欠食群

学習 373.7 380.5 421.3 413.1 407.9 356.6*
通学等 46.6 38.2* 47.6 44.1 79.7 90.3*
食事 91.7 72.3* 84.2 59.1* 84.2 58.2*
睡眠 530.5 526.4 468.1 479.7 426.5 445.5*
身の回り 61.5 60.8 63.5 60.9 64.6 62.3
テレビ・雑誌等 99.3 121.9 95.9 89.8 97.0 107.3
趣味・娯楽 34.3 44.7 28.1 33.9 34.9 50.1*
スポーツ 27.6 19.9 41.4 38.5 28.9 18.9*
休養 96.5 97.4 93.0 106.7 92.9 108.2*
その他の行動 78.2 78.0 96.9 114.2 123.3 142.6*

注　t 検定（ウェルチ），*ｐ＜0.05（太字は行動時間がより長い項目）

表 4　 1日の生活行動時間の分布（休日）
（単位　分）

小学生 中学生 高校生

朝食群 欠食群 朝食群 欠食群 朝食群 欠食群

学習 157.1 113.2* 209.6 148.6* 232.4 138.7*
通学等 28.7 17.6* 30.6 18.6* 51.1 32.8*
食事 96.4 72.6* 90.9 67.6* 88.1 64.5*
睡眠 540.6 571.4* 495.6 562.8* 464.2 568.7*
身の回り 59.7 54.9 62.8 56.2* 66.4 58.9*
テレビ・雑誌等 159.2 210.4* 148.0 192.4* 144.2 174.2*
趣味・娯楽 88.2 92.7 67.8 72.4 65.1 73.8
スポーツ 65.0 35.1* 74.4 43.9* 44.9 24.1*
休養 89.4 93.8 98.1 100.7 101.1 98.0
交際・つきあい 39.3 43.9 25.2 34.1 34.9 59.9*
その他の行動 116.4 134.4 137.0 142.6 147.5 146.3

注　t 検定（ウェルチ），*ｐ＜0.05（太字は行動時間がより長い項目）

いても，学習時間の差の検定は t 検定
（ウェルチ）によった。分析にはJMP 
8.0を用いた。

Ⅲ　結　　　果

　本研究では，通学日7,308名，休日
11,265名の児童・生徒が対象となった。
学校種別の対象者数は，通学日では，小
学生（10歳以上）1,946名，中学生2,682
名，高校生2,680名であり，休日では，
小学生（10歳以上）2,882名，中学生
4,109名，高校生4,274名である。各群に
おける男子割合の範囲は50.1～51.1％と，
ほぼ男女同率であった。
　対象者の朝食欠食率と学習時間の分布
を表 1に示す。朝食欠食率は，通学日よ
り休日で高く，また，上級の学校ほど高
い。平均学習時間は，休日より通学日で
長く，通学日では中学生が最も長かった。
　朝食欠食の有無による学習時間の差を
表 2に示す。通学日の学習時間は，小学
生と中学生については朝食群と朝食欠
食群（以下，欠食群）とで有意な差を
認めず，実際の差も大きくなかった。
一方，高校生では 1日合計，学校内，
学校外のすべてについて学習時間に有
意な差を認めた。休日の学習時間は，
すべての学校種別について，朝食群と
欠食群とで有意な差を認めた。特に，
中学生と高校生では， 1時間を超える
学習時間の差が観察されている。なお，
ここでは掲載していないが，さらに性
別で層化して学習時間の差を検討した
ところ，同じ学校種別の男女間では大
きな差は認めなかった。
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　対象者の 1日の生活行動時間の分布を朝食欠
食の有無別に示す（表 3，表 4）。通学日にお
いてすべての学校種別について有意な差を認め
たのは，食事時間（朝昼夜の食事時間の合計）
であった。小学生では，朝食群で通学時間が有
意に長かった。高校生では，朝食群で学習，ス
ポーツに費やす時間が有意に長かったが，通学
等，睡眠，趣味・娯楽，休養，その他の行動は
欠食群が有意に長かった。休日においては，す
べての学校種別において，朝食群の方が学習，
通学等，食事，スポーツに有意に多くの時間を
費やしており，欠食群は睡眠とテレビ・雑誌等
の時間が有意に長かった。また，中学生と高校
生では，朝食群で身の回りの用事に費やす時間
が有意に長く，高校生では欠食群で交際・つき
あいに有意に多くの時間を費やしていた。

Ⅳ　考　　　察

　本研究により，小学生，中学生，高校生の朝
食欠食割合と学習時間の分布および両者の関係
性が，大規模な全国調査22）に基づいて明らかと
なった。小学生（10歳以上）および中学生につ
いては，通学日の学習時間と朝食欠食の有無と
に顕著な関連は認められなかった。一方，休日
については，朝食摂取者で大幅に学習時間が長
かった。さらに， 1日の生活行動時間パターン
を見ても，朝食欠食の有無により行動時間が有
意に異なる項目は通学日にはほとんど見当たら
ないが，休日には多くの項目で有意な差が観察
されている。以上より，小中学生では，朝食と
各生活行動時間の関連性は，通学日と休日とで
大きく異なることが明らかとなった。義務教育
年限では，通学日であることが学習時間（ある
いは全体の生活リズム）の強い規定因子となっ
ており，朝食欠食の有無はそれを越えて関連す
るほどではないことが推定される。高校生にお
いては，通学日，休日のいずれでも朝食摂取者
の学習時間が顕著に長く， 1日の生活行動時間
パターンでも朝食群と欠食群で行動の分布が大
きく異なることがわかる。高校生では，生活行
動の自由度が増し，朝食摂取自体もしくは朝食

に関連する何らかの因子（本人の早寝早起きや
通学校のカリキュラム，家庭の社会経済状態
等）が学習時間に大きな影響を及ぼしていると
推測された。
　 1日の生活行動パターンを学校種別に検討す
ると，通学日の小中学生は，睡眠時間，テレ
ビ・雑誌等，趣味・娯楽，スポーツといった，
従来，朝食欠食との関連が推定されてきた生活
行動について，朝食欠食との関連は有意でない
ことが明らかとなった。朝食群と欠食群で最も
大きな差を認めたのはテレビ・雑誌等（小学
生）の22.6分間であり，生活リズムに大きな影
響を及ぼす差とまではいえない。しかし，休日
においては，朝食を摂る子どもは学習やスポー
ツに長い時間を費やすことが明らかとなると同
時に，朝食を食べない子どもでは睡眠やテレ
ビ・雑誌等の時間が他の行動を圧迫しているこ
とがわかる。生活行動の時間配分に自由が利く
休日には，小学生・中学生においても朝食摂取
の差は生活の差となって表れるといえる。一方，
高校生においては，前述のとおり，朝食による
生活行動の違いは通学日と休日でさほど変わら
ない。欠食群では，休日の睡眠やテレビ・雑誌
等が他の生活行動を顕著に圧迫していることが
わかる。なお，休日における通学等の存在は，
学校での補習授業や塾通い，アルバイト先への
通勤等を示していると考えられる。
　朝食摂取が高い学力と関係することは，冒頭
で引用した全国学力試験16）17）から示されている。
学力は学習の量と質により決まると考えられる
が，少なくとも通学日の小中学生については，
朝食群と欠食群とで学習時間にほとんど差がな
かった。このため，小中学生における朝食習慣
は，学習の質の向上（朝食摂取による心理学
的・生理学的なベネフィット）あるいは休日の
学習時間増加を通じて，高い学力に反映される
ことが推察される。
　本研究の限界の 1つは，行動時間が15分間単
位かつ 1単位につき 1行動で記録されるため，
7.5分間を下回る行動や他の行動と一緒に行わ
れた行動（例えば，パンを食べながら通学のバ
スに乗るなど）について記録漏れが生じている
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可能性である。 2つ目は，自記式調査であるた
め，社会的な望ましさによるバイアス（social 
desirability bias）が生じ，学習時間の長いい
わゆる優等生ほど（本当は摂っていない）朝食
を摂ったと申告する可能性である。前者につい
ては，別に行われた調査18）と比較して，本研究
の対象者における朝食欠食者の割合がさほど変
わらないことより，少なくとも朝食については
記録漏れが生じている可能性は低い。他の生活
行動についても，長時間を占める学習，睡眠に
ついては，他の行動と「ながら」で行うことが
少ないため，本研究の主旨には大きな影響はな
いと考えられる。後者については，小学生・中
学生について朝食群と欠食群との間で学習時間
にほとんど差が認められなかった点から，結果
に大きく影響するバイアスではないと思われる。
ただし，高校生については，バイアスが働いて
いる可能性が依然残る。他の限界としては，使
用したデータが2001年のものであるため，その
後に展開された「早寝早起き朝ごはん」国民運
動等の影響により実態が変わっている可能性が
ある。これについては，より最近のデータを利
用できる機会を待つことになろう。なお，通学
日における学習時間については，早めに下校し
て自宅で学習した場合等を含むため，学校内・
学校外の区分は目安として解釈することが妥当
である。
　本研究は，生活行動パターンと朝食欠食の有
無に焦点を当てた研究であること，全国代表性
のある国の統計を利用したこと，特別なイベン
トが生じた日を通学日の分析から除外するなど
のきめ細かい対応が可能であったことが他の朝
食研究にはない利点である。今後は，寝坊や夜
更かしなどの好ましくない生活習慣や他の家族
の生活行動を考慮した分析が行われることが望
まれる。

注　本研究では，独立行政法人統計センターが提供す

る「社会生活基本調査」（平成13年）の匿名データを利

用した。本研究で使用したデータは，提供された匿名

データをもとに著者が独自に作成・加工したものであり，

総務省統計局が作成・公表している統計等とは異なる。
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